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郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
ン
札
幌
支
部

は
１９
日
、
札
幌
中
央
・
札
幌
西
・

山
鼻
・
手
稲
の
各
局
で
ス
ト
ラ
イ

キ
を
決
行
し
た
。
こ
の
冬
豪
雪
厳

寒
に
み
ま
わ
れ
た
札
幌
だ
が
、
当

日
は
思
わ
ぬ
お
だ
や
か
な
日
和
に

恵
ま
れ
た
。
集
会
前
か
ら
の
ビ
ラ
・

マ
イ
ク
宣
伝
の
後
、
８
時
３０
分
、
札

幌
中
央
郵
便
局
前
で
ス
ト
決
起
集

会
が
開
催
さ
れ
た
。
参
集
し
た
５０
名

を
超
え
る
組
合
員
・
支
援
者
・
Ｏ
Ｂ

の
熱
気
に
包
ま
れ
る
中
、
工
藤
書
記

長
が
高
ら
か
に
開
会
を
宣
言
し
た
。 

納
得
で
き
る
回
答
を 

ス
ト
ラ
イ
キ
権
行
使 

川
守
田
札
幌
支
部
執
行
委
員
長

は
「
誠
意
の
無
い
会
社
側
の
基
本
的

見
解
に
対
し
て
、
納
得
で
き
る
回
答

を
引
き
出
す
た
め
に
、
ス
ト
ラ
イ
キ

権
を
行
使
す
る
」
と
ス
ト
ラ
イ
キ
突

入
を
力
強
く
宣
言
。
野
上
副
委
員
長

が
「
ス
ト
ラ
イ
キ
突
入
声
明
文
」
を

読
み
上
げ
、
８
名
の
ス
ト
突
入
者
は

次
々
と
「
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
決
意

を
表
明
し
た
。 

賃
上
げ
は 

デ
フ
レ
不
況
脱
出
の
近
道 

飯
田
道
本
部
委
員
長
は
「
大
幅
賃

上
げ
こ
そ
デ
フ
レ
不
況
脱
出
の
近

道
」
と
要
求
の
正
当
性
を
訴
え
た
。 

日
本
郵
便
の
雇
い
止
め 

手
法
卑
劣 

道
労
連
・
公
務
共
闘
な
ど
各
支
援

団
体
か
ら
は
、
「
内
部
留
保
を
賃
上

げ
・
雇
用
確
保
に
」
「
非
正
規
労
働

者
を
雇
い
止
め
す
る
日
本
郵
便
の

手
法
は
卑
劣
」
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
。

駆
け
付
け
た
Ｏ
Ｂ
の
人
た
ち
も

次
々
と
マ
イ
ク
を
に
ぎ
り
、
熱
く
激

励
し
た
。 

こ
れ
が
本
当
の
労
働
組
合 

昨
年
他
労
組
か
ら
加
入
し
ス
ト

に
突
入
し
た
組
合
員
は
「
こ
れ
が
本

当
の
労
働
組
合
」
と
感
激
ぎ
み
に
語

っ
た
。
９
時
３０
分
ス
ト
ラ
イ
キ
が
終

了
。
川
守
田
委
員
長
は
「
ス
ト
ラ
イ

キ
は
整
然
と
打
ち
抜
か
れ
た
」
と
貫

徹
を
報
告
。
参
加
者
全
員
で
「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
を
唱
和
、
集
会
は
成

功
裏
に
終
了
し
た
。
集
会
に
は
郵
政

産
業
ユ
ニ
オ
ン
各
地
本
・
各
支
部
、

各
支
援
団
体
か
ら
３０
余
の
激
電
が

寄
せ
ら
れ
た
。 

郵
政
産
業 

ユ
ニ
オ
ン 

さ
っ
ぽ
ろ 

２０１３年 

３月２４日 

Ｎｏ１２ 

発行 

郵政産業 

ユニオン 

札幌支部 

発行責任者 

川守田英男 



2013 年 3 月 24 日        郵政産業労働者ユニオン札幌支部            第 12 号 

060-8789 日本郵便札幌支店私書箱 66 号011-751-8833fax011-711-0696 http://yusanrosapporo.web.fc2.com/ 

つぶ

やき 

郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ

オ
ン
各
支
部
等
か
ら
激

励
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
よ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

東
北
地
本
・
関
東
地

本
・
東
京
地
本
・
東
海

地
本
・
中
国
地
本
・
京

都
府
協
議
会
・
福
岡
中

郵
支
部
・
北
河
内
支

部
・
浦
安
支
部
・
大
阪

北
部
支
部
・
右
京
支

部
・
神
戸
中
央
支
部
・

安
芸
中
支
部
・
練
馬
支

部
・
中
京
支
部
・
京
都

西
郵
便
局
支
部
・
広
島

東
支
部
・
洛
北
支
部
・

新
大
阪
支
部
・
東
京
特

定
局
支
部
・
神
戸
東
播

支
部
・
苫
小
牧
支
部
・

名
寄
支
部
・
釧
路
支

部
・
小
樽
支
部
・
福
岡

南
部
支
部
・
東
京
逓
信

病
院
支
部
・
呉
支
部
・

北
九
州
支
部
・
日
向
町

支
部
・
安
芸
府
中
支

部
・
盛
岡
支
部
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ゆ
う
せ
い
非
正

規
労
働
者
セ
ン
タ
ー

（
順
不
動
） 

川
守
田
札
幌
支
部
執
行
委
員
長

あ
い
さ
つ 

早
朝
か
ら
支
援
に
駆
け
つ
け
て
い

た
だ
い
た
、
各
団
体
・各
組
合
・各
支

部
の
皆
さ
ん
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
、
２
０

１
３
春
闘
３
・１
９
ス
ト
ラ
イ
キ
突
入

集
会
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私

た
ち
郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
は

２
月
２
１
日
、
１
３
春
闘
に
あ
た
り
、

賃
上
げ
等
に
関
す
る
要
求
書
を
日
本

郵
政
Ｇ
に
提
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

回
答
は
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

し
か
も
非
正
規
社
員
の
待
遇
改
善
要

求
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
誠
意
の
無
い
会

社
側
の
基
本
的
見
解
に
対
し
て
、
納

得
で
き
る
回
答
を
引
き
出
す
た
め
に
、

ス
ト
ラ
イ
キ
権
を
行
使
す
る
に
至
り

ま
し
た
。
本
日
、
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
九
州
ま
で
、
全
国
各
地
で
時
限

ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

札
幌
で
も
８
名
の
組
合
員
が
ス
ト
ラ

イ
キ
に
突
入
し
ま
し
た
。
今
年
の
春

闘
交
渉
で
は
、
株
式
上
場
の
た
め
に

賃
上
げ
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
の
回

答
で
す
。
こ
の
勝
手
な
会
社
の
言
い

訳
を
許
さ
な
い
た
め
に
、
ス
ト
ラ
イ

キ
を
成
功
さ
せ
る
決
意
で
す
。
ス
ト

ラ
イ
キ
参
加
の
８
名
全
員
は
、
最
期

ま
で
た
た
か
い
ま
す
。 

 

                                   

                                  

日
本
は
第
二
次
世
界

大
戦
で
焼
け
野
原

と
化
し
た
。
国
民
は

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
復
興
を

は
た
し
た
。
幸
い
大
部
分
の
農
地
は

荒
廃
を
免
れ
、
経
済
復
興
を
下
か
ら

さ
さ
え
た
▼
今
、
安
倍
首
相
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
を
画
策
し
て
い
る
。
そ
れ
が

農
業
に
及
ぼ
す
影
響
は
計
り
知
れ

な
い
。
北
海
道
は
過
少
に
見
積
も
っ

た
政
府
試
算
に
よ
っ
て
で
も
、
農
家

は
半
減
、
雇
用
も
十
一
万
人
減
少
す

る
と
い
う
。
お
そ
ろ
し
い
数
字
だ
▼

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
「
農
業
が
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
安
い
穀
物
に
駆
逐
さ
れ
る
」
と
い

う
だ
け
で
は
な
い
。
真
の
狙
い
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
通
じ
て
、
日
本
の
国
柄
を

ガ
ラ
ッ
と
変
え
、
全
て
を
、
ア
メ
リ

カ
基
準
に
変
え
る
と
い
う
こ
と
。
日

本
的
な
伝
統
を
、
ア
メ
リ
カ
流
に
変

更
さ
せ
、
実
質
的
に
ア
メ
リ
カ
の
１

州
に
し
て
、
支
配
す
る
と
い
う
こ
と

だ
▼
日
本
の
国
柄
は
一
変
さ
せ
ら

れ
、
経
済
だ
け
で
は
な
く
社
会
の
す

み
ず
み
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
流
に
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
▼
ア
メ
リ
カ
は
原

爆
と
空
襲
で
日
本
を
占
領
し
た
。
今

度
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
日
本
を
ま
る
ご
と

属
国
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の

お
先
棒
を
担
い
で
恥
じ
な
い
安
倍

首
相
、
い
っ
た
い
何
者
で
あ
ろ
う
か
。 


